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1 . 緒
繊維強化プラスチック（FRP : Fiber Reinforced 
Plastics）の貢献分野は， 住宅・建設機材， 輸送関
係， 船舶， 容器， 耐食関連， 電気・電子関連と多
分野である． 今日では，ボ ート，浄化槽，浴室，ヘ
ルメット， ゴルフシャフトなどは FRPでの製造が
ほとんどである. FRP は， 他のプラスチックにな



















なお， 既にホ ー パス社も遠心力成形技術を用い
























(FW）法を説明し， その問題点を指摘する． 図 1
に HL 法を示す. HL 法は， FRP の成形法におい
て最も基本的な成形法で， チョップストランドマ
ット， ロ ー ビングクロスなどのマット状のガラス





(Yuki Nagao) 図 1 ハンドレイア ッ プイ法（HL法）
＊＊＊ ＊ 九州工業大学工学部機械知能工学科教授





































































マット 2枚， FW法ではロ ー ピング
が管長l往復分であり， 管内表面と外表面に1枚




































この装置では， 長繊維シ ー トを巻き状態、で挿入




ルエ チルケトンパ ー オキサイド55 %含有「ルパ
ゾ ールDDM」：化薬アクゾ）および促進剤（6%ナ
ガラス織維シー ト
ロー ビングクロスチョップストランドサ ー ブエ ース
マット マット
図8 遠心力を用いた製造法
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フテン酸コバルト含有 「ポリマー ルP-106」：化薬





された ロ ー ビングクロスマット（「WR570CJ,
570g/m2 ：日東紡），繊維がランダムに配列された
チ ョ ッ プ ス ト ラ ン ド マ ッ ト（「M C450C 」，
450g/m2 ：日東紡）， 表面を美麗平滑に仕上げるた




ェ ー スマットを1周巻いてある．装置の全長 18m
で ，回転数1600～ 1OOOrpm で外 径4 0～200
mm，長さ 6mの管 が製造 可能である．
図9に示す ように ， 出来上 がった管の 断面は，







































から，引張試験は図11 (a），曲げ 試験は図11 (b) 
の形状 ・ 寸法に試験片を切り出し ， 「テン
シ
ロン万




















表 1 FRP パイプに使用されるガラス繊維シ ー ト〔（）：ガラス含有率〕




③従来製法パイプI (53.4%) I 1周巻き
④従来製法パイプII （不明） ｜ 不明
⑤ FRP 積層板（不明）
指摘一一州 層 層 枚 明 層222zq3 
(N巴W pipe without resin），③従来
製法パ イプ（丸栄化工製「Conven­
tional pipe I 」） に加えて，参考の
ため④他社製 FRP パ イプ「 Con­
ventional pip巴 II J，並びに⑤他社
製 FRP 積 層 板（ Layered FRP 
plate) lOlのガラス繊維シ ー トの使





「 Conv巴ntional pipe II J は， ③ 従
来製法パ イプ I 「Conventional pipe I 」と同じよう
に，HL法と FW 法より成形されたパ イプである．
また，⑤ FRP 積層板（Layered FRP plat巴） は，
サ ー フェ ー スマット2枚，チョップストランド
、
マ












層層層明層1 1 2 Z1 2 
表 2 引張・曲げ試験結果（単位・ MPa)
強度 弾性率
引張り 曲げ 引張り 曲げ
新製法パイプ 198.44 189.83 12200 5 601.6 
新製法パイプ（樹脂層カット） 209.63 267.82 14 888 7260.3 
従来製法パイプI 56.401 177.49 10 732 7 195.7 
従来製法パイプE 65 80 不明 8500 
























ス含有率が3 5.6%と低いにもかかわらず，53.4% 高くなっていると考えられる．パ イプに内圧が作
と高い従来製法パ イプと比べて3倍以上高くなっ 用する場合には，軸方向の強度より円周方向の強
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